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　誌名は、Ambix: The Journal of the Society for the History of Alchemy and Chemistry。
　故ラリー・ホームズ　Frederic Lawrence Holmes（1932-2003）アメリカの科学史家。Meselson, 
Stahl, and the Replication of DNA: A History of the Most Beautiful Experiment in Biology（Yale University 
Press, 2001）をはじめ、クレブズやラヴォワジエやベルナールに関する著書がある。Instruments 
and Experimentation in the History of Chemistry（The MIT Press, 2000）はルヴィア教授との共編著。
　ハンス・クレブズ　Hans Adolf Krebs（1900-1981）ドイツ生まれ、イギリスの生化学者。呼吸
のクエン酸回路を提唱（1937）。













































































































書に、The Rise of Public Science: Rhetoric, Technology, and Natural Philosophy in Newtonian Britain, 1660-
1750,（Cambridge University Press, 1992）。
　ジェームズ・セコード　James Secord　現代イギリスの科学史家。ケンブリッジ大学講師。
Victorian Sensation: The Extraordinary Publication, Reception, and Secret Authorship of Vestiges of the 


































著書に、Gentlemen of science : early years of the British Association for the Advancement of Science （Clar-
endon Press, 1981）、Science at Oxford, 1914-1939（Clarendon Press, 1997）など。
　ニコラス・ルプケ　Nicolaas A. Rupke　現代ドイツの科学史家。ゲッチンゲン大学教授。著書
に、Rechard Owen: Victorian Naturalist,（Yale University Press, 1994）、Göttingen and the Development 
of the Natural Sciences,（Wallstein, 2002）など。
　メアリ・P. ウィンザー　Mary P. Winsor　現代カナダの科学史家。トロント大学教授。Read-
































　ルイス・パイエンソンとスーザン・シーツ・パイエンソン　Lewis Pyenson and Susan Sheets-
Pyenson　現代アメリカの科学史家。ルイスはルイジアナ大学教授。共著、Servants of Nature: A 
History of Scientific Institutions, Enterprises and Sensibilities（Norton, 1999）。
　ウォルター・キャノン　Walter Cannon（Susan F. Cannon）（1925-1981）アメリカの科学史家。
著書に、Science in Culture: The Early Victorian Period（Science History Publications, 1978）。
　スザンヌ・ツェラー　Suzanne Zeller　カナダの科学史家。著書に、Inventing Canada,（Univer-


































　ピエル =ルイ・デュロン　Pierre Louis Dulong（1785-1838）フランスの化学者。固体元素の比
熱と原子量の関係に関するデュロン・プティの法則を発見（1819）。


































　コーヒーハウス哲学協会　T.H. Levere & G. L’E Turner (eds.), Discussing Chemistry and Steam : 




















































































































































　ヘルゲ・クラフ　Helge Kragh　デンマークの科学史家。著書に、Quantum Generations: A His-



























　古川　安　現代日本の科学史家。日本大学教授。著書に、Inventing Polymer Science: Staudinger, 





書に The American Synthetic Rubber Research Program,（Univ of Pennsylvania Press, 1990）、From 

























































































































































































　ガヴィン・デ・ビア　Gavin Rylands de Beer（1899-1972）イギリスの動物学者。ロンドン大
学教授、大英博物館長。Sciences Were Never at War（1960）は1689～1715の間のイギリスとフラン
スの科学者の情報交換を論じた本。
どの分野で生まれてきた疑問が多くのキリスト教徒を困惑させる問題を提起
したのです。チャールズ・ダーウィンはほとんど自分で気づかないうちに宗
教心を失ったようです。ダーウィンの批判者たちは、自然選択による種の起
源という彼の学説の含意を警戒するようになりました。彼の友人のなかには、
雄弁で戦闘的なトーマス・ヘンリ・ハクスレイのように、教会の支配に反対
する闘いを喜ぶ人たちもいました。ハクスレイは、「消沈した神学者たちは
……まるで赤子のヘラクレスの眠るゆりかごのそばで絞め殺されているヘビ
のように」自然科学の周辺でのびている、と公言しました。科学とキリスト
教の闘いはヨーロッパと北アメリカではラディカルな唯物論者を励ますもの
となり、一方宗教的信念と科学活動を融合したいと思う人々をがっかりさせ
ることになりました。科学史家のジョン・ブルックが幅広く論じ、ピータ
ー・ボウラーが特定の問題についてはっきりと示しているように、科学と宗
教の関係は、「闘い」という解釈では済まされないずっと複雑で興味深い現象
です。
　「科学と宗教」の論争に関わる史料が豊富にあり、活発な論争が続いている
ことで、多数の本や企画が現れました。たとえば、ジョン・ブルックとジョ
フレイ・カントルによるジファード講演、科学と宗教の相互作用の研究を推
進するテンプルトン財団の尽力、アメリカ合衆国における創造論者と進化論
者の間の果てしない論争、オクスフォード大学における宗教と科学の研究講
座の設置です。これらすべてが示していることは、それぞれの形で、この研
究領域が活力をもち、重要だと考えられていることです。
　キリスト教以外にもたくさんの宗教がありますし、宗教と科学の相互作用
には今述べたこと以外にもいろいろなものがありますので、この講演後のデ
ィスカッションで私の理解を広げてくださるようにお願いします。
科学史はなぜ重要か
　最後に、この講演の題目である「科学史とは何か、それはなぜ重要か」に
戻りましょう。科学は論ずるまでもなく重要です。その歴史について何がし
かのことを理解することは科学者にとっても人文系の学者にとっても重要で
す。実は現代社会を構成する誰にとっても重要です。ただ、講演の最後にあ
たって、科学史が大いに貢献できる特別な領域を１つ指摘したいと思います。
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　ヘラクレスとヘビ　英雄ヘラクレスが不倫の子として生まれたとき、ゼウスの妻ヘラはこれを
殺そうと２匹のヘビをゆりかごに放ったが、赤子のヘラクレスは両手でそれを絞め殺した、とい
うギリシア神話にもとづく。
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それは、中学・高校や大学における科学教育です。私が学生だった頃、教科
書の初めの箇所にはその分野の短い歴史が紹介されていました。たとえば、
化学原子、原子量、結合比についての記述の前に、ジョン・ドルトンのこと
が１段落だけ書いてありましたが、この歴史的な導入箇所と本文の説明との
間には何の有機的繋がりもありませんでした。その後、学生が科学を学ぶの
に役に立つ科学史に私が初めて出会ったのは、今から30年以上も前のことで、
イギリスのオープン・ユニバーシティの化学入門の科目でした。その頃現場
の化学研究者であり、科学史家でもあったコリン・ラッセルは、学生に重
要なテーマについて考えさせるために、化学者の論争を使っていたのです。
彼は主に19世紀の事例を使いました。ただし、彼は用心深く、それを歴史と
して提示することを避けました。化学の学生たちは歴史をやっているのだと
わかったらシラけてしまうだろうと言っていました。
　最近、科学教員、教育学部の教授、科学史家、科学哲学者が一堂に会して、
「国際科学史科学哲学・科学教育グループ」という名称の組織を立ち上げま
した。この団体はオーストラリア人のマイケル・マシューズが編集する雑
誌を発刊し、年会も開きます。その目標は、科学教育の伝統的なカリキュラ
ムが要求する莫大な予算を節約し、他方で学生の科学理解と彼らの思考力・
問題解決能力を増進するというものです。彼らは、科学の道に進もうとする
生徒たちも、全く別の進路を選ぶ生徒たちにも、科学リテラシー［科学の基
本的理解力］が得られるような中等教育を唱道しています。この組織の参加
者たちは歴史的な事例を使います。たとえば、振り子の等時性の例を使って、
ある概念がどのように発展したか、時代とともに問題はどのようにして解決
されたかを提示します。この方法は、問題解決のためにどんなにさまざまな
見方が必要となり、どんなにいろいろな科学分野が使われるかを明らかにし
ます。この問題中心教授法は学生、生徒たちに、単に標準的な手順をあては
めることではなくて、関係する事柄は何かを理解させることによって、問題
を解決することを教えようと意図しています。この企てには緊急性も強い要
望もあります。その緊急性とは、多くの国々において大学進学率は上がって
いるのに、自然科学を専攻する学生の数は減少していることから来ています。
訓練された科学者や科学教育者の不足を来している分野もすでに出始めてい
るのです。
―――――――――――――――――
　コリン・ラッセル　Colin Archibald Russell（1928-）現代イギリスの化学史家。
　マイケル・マシューズ　Michael R. Matthews　現代オーストラリアの科学教育研究者。ニュ
ー・サウスウェールズ大学教授。Science & Education誌を編集。
科学史を学ぶ意義
　科学史は新しいタイプの科学教育を提供します。科学史は理科系だけでな
く人文社会系の学生たちに対しても、共感を持って科学活動を理解するよう
に支援することができます。科学史は科学の研究と実践を豊かにすることが
できます。科学史は、長い時間の中で発展してきた物質文化や知的文化にお
ける科学の役割を理解するのに役立ちます。そうすることによって、科学史
は歴史教育においても、今日の学校や大学教育のなかでさらに縮小されつつ
ある、大切だけれども軽視されてきた分野に貢献することができます。そし
て科学史は、過去の科学との切っても切れない繋がりを提供することができ
ます。
　科学史は原理的にこれらすべてを実行できます。実際には、科学史は少数
の専門家による内向きの専門分野に留まり、現役を引退した科学者の仕事に
とどまってきました。もっと幅広い読者と聴衆に働きかけることは、それを
研究する者の責任です。ですからこうして日本の皆様に話す機会を与えられ
たことに、私はあらためて感謝します。私は自分の属する学問分野のことを、
その長所も弱点も含めて、お話ししてまいりました。科学史の進むべき方向
について若干の考えを皆さんと共有できたと思います。この点についても感
謝いたします。この後の討論でいろいろと学ばせていただけたら幸いです。
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